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資料２ 



 

Ⅰ ＳＳＨの概要 

１ 文部科学省の計画 

 

スーパーサイエンスハイスクール 
平成１５年度予算額 11億8600万円 

平成16年度要求額 17億2000万円 

〔 趣 旨 〕 
科学技術、理科・数学教育を重点的に行う学校をスーパーサイエンスハイスクー

ルとして指定し、高等学校及び中高一貫教育校における理科・数学に重点を置い

たカリキュラムの開発、大学や研究機関等との効果的な連携方策についての研究を

推進し、将来有為な科学技術系人材の育成に資する。 

〔 内 容 〕 

（１）スーパーサイエンスハイスクールの取組 

○高等学校及び中高一貫教育校における理科・数学に重点を置いたカリキュラム

の開発（学習指導要領によらない教育課程の編成実施も可能） 

○大学や研究機関等と連携し、生徒が大学で授業を受講、大学の教員や研究者

が学校で授業を行うなど、関係機関等との連携方策の研究 

○論理的思考力、創造性や独創性等を一層高めるための指導方法等の研究 

○科学クラブ等の活動の充実 

○トップクラスの研究者や技術者等との交流、先端技術との出会い、全国のスーパ

ーサイエンスハイスクールの生徒相互の交流等 

（２）対 象 

○指定校数の拡充 

45 校→70 校（高等学校、中高一貫教育校：指定期間３ 年間） 

○ スーパーサイエンスハイスクール企画評価会議や研究開発協議会の開催等に

要する経費                             （初等中等教育局）                                 

○ スーパーサイエンスハイスクールにおける研究開発に必要な実験機材・消耗品

等の整備、人員の招へい、科学技術系クラブ活動や相互交流等に要する経費 

（科学技術・学術政策局（科学技術振興機構））                           



 

 

 

２ 本校の研究目標・ねらい 

（１） 研究開発課題 

   『科学技術研究・開発に意欲的・創造的に取り組む人間の基礎をつくる 

  理数教育の研究開発』 

（２） 研究の目標・ねらい 

 研究開発課題を実現するために，３カ年を通しての目標設定。 

    Ａ  自然界のさまざまな事物と現象の中から原理や法則性，構造の解明に意 

欲的に根気よく取り組む生徒を育てる。 

    Ｂ  社会における新しい科学技術の開発に興味・関心をもって創造的に取り 

組む生徒を育てる。 

    Ｃ  意欲的に情報を取り入れ，発信していく生徒を育てる。 

Ｄ 社会における科学技術のあり方を考えられる生徒を育てる。 

 

  具体的な方法は次の７点に要約される。 

    (1) 理科・数学の授業時間の増 



 

    (2) 理科・数学境界領域の教材開発 

    (3) 理科実験実習の一層の重視 

    (4) 学校設定科目の設置 

    (5) 大学・企業，研究機関による指導 

    (6) 地域自治体（京都府等）の教育・研究活動との連携強化 

    (7) クラブ活動等発表・発信の場の設定 

 

Ⅱ 本校の研究の概要 

 

１ 本校のカリキュラム …… 別紙資料 

 

２ 外部機関(大学・企業研究機関・自治体)との連携 

 これらの機関との連携は，大別すると下表のように入力・出力に，さらにそれらは，本

校の姿勢として依存的か協同的かに分類。 

 

     依 存 的 協 同 的 

入  力 特別(出前)講義 

現場（工場）見学 

① 

特別授業 

カリキュラム開発 

② 

出  力 コンテスト参加 

                 

③ 

授業公開，研究発表会 

公開授業研究会 

④ 

 

〔 入  力 〕 

① について 

・ 研究者・技術者の専門的な内容を講義・演示・実習指導にて体験。 ⇒ 科学

の奥深さ，社会との関連の自覚。 

・ 研究室等を訪問しての実験指導等。 ⇒ 生徒が自己をそのような場におきた

いとのモチベーション（あこがれ）の高揚。 

②について 

・ 科目の一部分を研究者の切り口で実際に授業。 

・ 指導要領上の科目および開発（学校設定）科目の新しい項目配列・指導方法

を本校の教官と共同で開発。 ⇒ 次期指導要領に資する効果。 



 

〔 出  力 〕 

③について 

・ 関西テクノアイデアコンテスト，ＪＳＥＣなどへの参加・応募。 ⇒ 与えられた課

題に取り組むことによる意欲の向上。他校生等との交流。 

・  

④について 

・ 京都府けいはんなこどもサイエンススクールなどで，自ら学んだことを小中学

生にわかるように伝える工夫。 ⇒ 自らの理解の再点検。 

・ 科学クラブ，数学クラブの活動。 ⇒ 対外協力，自己鍛錬のベースキャンプ。 

・ 特別講演会・特別授業への他校生の参加呼びかけ。 

・ 地域への定期的な授業公開と研究発表会の開催 ⇒ 研究成果の還元と点

検・評価作業および新たな課題の発見。 

・ 研究成果報告書の作成 ⇒ 次期指導要領への反映 

 

３ 研究開発の意義 

〔成果の普及〕 

特に②の成果をいかに④の中で還元できるかが最も重要。全国の普通の高等学校

で活用可能な，教科・科目の再配列や切り口，新しい指導方法の開発が目標。成果と

して，指導要領およびその解説に反映可能な理念と方法を提示。 

〔モデル校として〕 

モデル校として，研究開発の成果を備えた生徒を上級教育機関へ送り出すことで，

その意義を示す。 

そのために，上記で示した内容以外に①も重要。①は生徒の内発的動機とマッチし

たときに効果を発揮。これらは内容的に②の中に組み込むことは難しいが，今学んで

いることとどこかでつながり，興味を引く事項が理想。このような機会を得ると，生徒は

自ら学ぶ姿勢を強め，より高い観点から学習に取り組む。 

現状，①は必ずしも全ての学校に可能とはいえないが，まずは個々の高等学校が

与えられた条件下で努力すべき。 

 

 

 

 

 



 

Ⅲ 諸問題 

（１） 大学入試 

・ 入試テクニックの徹底した追究による機械的反応（部分点を集めての合格） 

・ 教養の地位の低下 ⇒ 内化から外化する知識 

・  

（２） 教員養成……（１）とも関連 

・ 理科や数学の楽しさ・素晴らしさを伝えられる教員養成の充実 

a 修士取得を通常とする 

b 教員養成系大学における学部－附属教官の相互乗り入れ 

c 学生の附属での研修日の設定（全在学年で実施；単位化） 

d 専門科目の教科教育科目化（教科観の育成 ⇒ 教養の涵養） 

e 教科教育科目の専門科目化（発達の科学的探究；脳科学等との連携） 

f やる気のある社会人の入学・編入枠設定と採用時の年齢に応じた処遇 

g 現職教員の再教育の充実（修士取得等） 

h 公立学校教員の附属での共同研究・研修授業派遣（リカレントを兼ねる） 

i  現職教員の一般大学・企業での研修 



 

 


